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	背景
	この遺伝子は、Gタンパク質共役受容体スーパーファミリーに属するβ2アドレナリン受容体をコードしています。この受容体は、その最終エフェクターの一つであるクラスC L型カルシウムチャネルCa(V)1.2と直接結合しています。この受容体-チャネル複合体は、Gタンパク質、アデニル酸シクラーゼ、cAMP依存性キナーゼ、およびカウンターバランスホスファターゼPP2Aも含みます。シグナル伝達複合体の集合により、このGタンパク質共役受容体による特異的かつ迅速なシグナル伝達が確保されます。この遺伝子はイントロンを含みません。この遺伝子の様々な多型、点変異、および/またはダウンレギュレーションは、夜間喘息、肥満、および2型糖尿病と関連しています。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	ADRB2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

